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世俗化の最終段階としての現代。無神論とニヒリズムの蔓延による「神の死」によって行き
場を失った現代人の霊性にキリスト教はいかに応えるか。『諸時代』棹尾を飾る渾身の論考。
現代は「ニヒリズムの世紀」と呼ばれるように、世俗化の最終段階に到達した。宗教的地盤を離れ、形骸化し、宇宙論的、社会的、
人格的な諸次元における崩壊現象を引きおこし、聖なるものと聖価値とが完全に喪失するにいたった。この世俗主義のいきつくとこ
ろは無神論とニヒリズムにほかならない。（本書より）
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